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12月 15日 、コミュニテイセンターで「第18回 合同
クリスマス会」が保育所の子どもたちはもちろん、
老人クラブのみなさんも招待してにぎやかに開催さ
れました。
当日は雪が全くない日で子どもたちはサンタさん

が来れるか心配そう。しかし、いつも良い子にして
いる子どもたちの期待に応え、魔法の空飛ぶそりに
乗って登場。サンタさんからのプレゼントに子ども
たちは大喜びでした。
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北
海
道
上
ノ
国
町
と
市
浦
村
が
昭
和
六
十
二
年
に
友
好
町

村
の
締
結
を
結
ん
で
か
ら
十
周
年
を
迎
え
、
十

一
月
六
日
に

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

）^

安
東
氏
が
　
　
　
　
「
私
詳
舞
ど
崚
勢
“
社

取
り
持
つ
縁

　

『
斜
嘲
詳
一」瞥
硼
７
断

上
ノ
国
町
は
、
か

つ
て
安
東
氏
が
　

　

えヽ
た
文
化
交
流
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

町
村
の
締
結
を
中
し
入

か
け
と
な

っ
て
友
好
町

村
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と

新
し
い
時
代
を
地
域
間

の
交
流
で
切
り
拓
く

当
日
は
、
上
ノ
国
町
か
ら
福
原
賢

孝
町
長
、
三
浦
安
則
町
議
会
議
長
、

各
種
団
体
長
を
迎
え
、
市
浦
村
か
ら

は
高
松
隆
三
村
長
、
浜
田
春
士
村
議

会
議
長
、
村
議
会
議
員
、
各
種
団
体

長
が
参
加
。
両
町
村
合
わ
せ
て
約
百

二
人
が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
ま
す
高
松
隆
三
村
長
が

「
こ
れ
を
契
機
に
両
町
村
が
相
互
補

完
、
相
互
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
共

通
認
識
を
も

つ
こ
と
が
混
迷
す
る
時

代
の
良
き
羅
針
盤
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
．こ

と
あ

い
さ

つ
。
次
に
上

ノ
国
町
の
福
原
賢
孝
町
長
が

「
人
類



が
は
じ
め
て
迎
え
る
二
十

一
世
紀
が

間
近
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
地
域

の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。」

と
挨
拶
し
、
そ
の
中
で
両
町
村
長
と

も
十
年
前
の
友
好
町
村
締
結
の
際
活

躍
さ
れ
た
上
ノ
国
町
の
故
　
森
定
蔵

町
長
、
市
浦
村
の
故
　
一二
重
貢
村
長

に
感
謝
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
祈

引
き
続
き
ビ
デ
オ
に
よ
る
両
町
村

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
最
後
は
両
町
村

長
、
両
議
会
議
長
に
花
束
の
贈
呈
が

記
念
式
典
終
了
後
は
、
い
東
北
地

域
文
化
研
究
所
の
笹
森
正
所
長
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
の
中
で
笹
森
所
長
は

「
二
十

一
世

紀
を
新
し
く
創
造
し
て
い
く
た
め
に

は
、
小
さ
い
も

の
が
集
ま

っ
て
力
を

出
し
て
い
く
視
点
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
の
手
段
と
し
て
他
の
地
域
と
交

流
を
も

つ
こ
と
は
非
常
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
情

報

が
お

こ
り
、
新

し

い
創
造
が
あ

る
。
」

と
こ
れ
ま
で
交
流
を
続
け
て

き
た
両
町
村
を
激
励
し
ま
し
た
。

レ
両
町
村
の
交
流
を
祝
し
て
乾
杯

友
好
を
深
め
合
っ
た

交
流
祝
賀
会

交
流
祝
賀
会
は
会
場
を

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
関
東
地
区

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

の
葛
西
孝
会

長
の
乾
杯
に
よ

っ
て
開
始
。
両
町
村

の
参
加
者
が
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
過

去
十
年
間
の
交
流
を
振
り
返
り
、
新

し
い
時
代

へ
向
け
て
よ
り

一
層
の
友

好
親
善
を
深
め
合

い
ま

等
学
校
相
内
分
校
の
卒
業
生
で
、
現

在
は
青
森
県
内
で
音
楽
活
動
を
さ
れ

て
い
る
マ
サ
三
浦
さ
ん
を
迎
え

「歌

の
タ
ベ
」
と
題
し
て
の
シ
ョ
ー
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

「時
を
越
え
て
」
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
は
じ
め
、
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら

節
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

「じ
ょ
ん
か
ら

マ
ン
ボ
」
な
ど
数
曲
を
披
露
。
間
奏

で
は
三
味
線
風
の
ギ
タ
ー
プ
レ
イ
も

飛
び
出
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲マサ三浦 さんによる歌 と演奏が   ▲両町村の友好も女性の力が

4̈03-



今
年
で
四
回
目
と
な
る
関
東
地
区

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
交
流
会

が
十
二
月
五
日
東
京
都

・
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

ハ今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
十
二
月
五
日
東
京
都

・
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

¨
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
い
に
ぎ
や
か
に

一一が
期鵠
鄭覗
稚
結籠
剛唖
から

4̈03

関
東
地
区
周
辺
に
在
住
す
る
市
浦

村
出
身
者
が

一
堂
に
会
す
る
機
会
が

欲
し

い
と
の
要
望
に
応
え
る
形
で
平

成
七
年
に

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
が

発
足
。
こ
れ
ま
で
に
平
成
七
年
　
八

年
に
東
京
都
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
ふ
た

た
び
東
京
都
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
ま
ず
高
松
隆
三
村
長

か
ら
地
元
市
浦
村
の
近
況
報
告
が
行

わ
れ
、
「我
が
村
を
ど
の
よ
う
に
飛
躍

さ
せ
る
か
を
常
に
考
え
、
他
町
村
と

競
争
し
て
も

”め

夫
を
続
け
て
い
る
．

関
東
地
区
ふ
る
さ

と
市
浦
会
の
皆
さ

ら
も
声
援
を
送

っ

て
は
し

い
」
と
あ

い
さ

つ
。
引
き
続

き
葛
西
孝
ふ
る
さ

と
市
浦
会
会
長
が

「我
が
ふ
る
さ
と

市
浦
村
が
著
し

い

発
展
を
遂
げ
て
い

る
こ
と
は
大
変
喜

ば
し
く
、
行
政
に

携
わ
る
方
々
に
感

謝
し
ま
す
。
関
東

地
区
ふ
る
さ
と
市

浦
会
と
し
て
も
、
村
発
展
の
た
め
に

で
き
る
限
り
の
お
手
伝

い
を
続
け
て

行
き
た

い
」
と
あ

い
さ
っ
り
浜
田
春

士
村
議
会
議
長
の
乾
杯
に
よ

っ
て
交

流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

食
事
は
地
元
か
ら
持
ち
二

地
元
な
ら
で
は
の
味
付
け

が
さ
れ
大
好
評
¨
ま
た
、

親
類
、
家
族
等
が
再
会
を

喜
び
、
握
手
を
し
た
り
抱

き
合
う
光
景
が
見
ら
れ
、

っ
た
孫
の
成
長
し
た
姿
を

見
て
喜
ぶ
場
面
も
あ
り
ま

で
は
市
浦
会
の
代
表
と
市

が
行
わ
れ
、
市
浦
会
代
表
の
米
谷
継

雄
さ
ん

（相
内
）
と
志
田
由
江
さ
ん

（大
田
）
に
は
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
宿
泊
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
三
の
砂
山
踊
り
保
存
会
の

み
な
さ
ん
に
よ
る

「十
三
の
砂
山
踊

「
ふ
た
た
び
品
川
で
開
催
―
―
―
∃

「
ふ
る
さ
と
の
味
が
大
好
評
―
―
∃

り
」
、　
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
会
場

が

一
体
と
な

っ
た

「
し
う
ら
音
頭
」

で
幕
を
開
じ
ま
し
た
。

交
流
会
を
終
え
て
帰
路
に
つ
く
参

加
者
か
ら
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

来
年
も
品
川
で
の
再
会
を
誓

い
合

っ

て
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。
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交流会スナップ集

▲「十三の砂山踊り」の
思わず体が動きます

三
和

克
徳

さ
ん

（相
内
地
区
）

重
松

秀

子
さ
ん

（脇
元
地
区
）

本
山

幹

子

さ
ん

（十
三
地
区
）
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地
域
ぐ
る
み
で
福
祉
を
考
え
る

囲
圏
□

こ
の
会
議
は
、
高
齢
社
会
等

へ
的

確
に
対
応
し
、
地
域

の
住
民

一
人
ひ

と
り
が
楽
し
く
す
こ
や
か
な
人
生
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住

民
　
行
政
が

一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ

る
み
で
保
健
　
医
療
　
福
祉
に
対
す

る
取
組
み
が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
二
十
九
回
目
と
な

午
前
の
部
で
は
ま
ず
高
松
村
長
が
、

「
い
く
い
平
均
寿
命
が
延
び
た
と
し

て
も
寝
た
き
り
で
は
意
味
が
な
い
。

市
浦
村
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
る

“
死
ぬ
ま
で
元
気
が
最
高
の

人
生
”
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
は
福
祉
も
医
療
も
大
き
く
変
わ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ピ
と

あ

い
さ

つ
。
続

い
て
百
石
病
院
の
副

院
長

で
あ

る
川
原
田
恒
氏

に
よ
る

「介
護
保
険

の
基
礎
知
識
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
医
療
を
行
う
立

場
か
ら
介
護
保
険
制
度
は
、
行
政
と

住
民
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
あ
り
、

「介
護
保
険

の
基
盤
は
地
域
ぐ
る
み

で
作
る
と

い
う
意
識
が
必
要
」
と
、

よ
り

一
層
の
連
携
強
化
を
訴
え
て
い

午
後
の
部
で
は
、
「市
浦
村
に
お

平
成
十
年
度

健
康
づ
く

り
事
業
表
彰
者

（敬
称
略

）

◇
三
歳
ム
シ
歯
ゼ
ロ
児
表
彰

小
寺
景
士
（脇
元
）
工
藤
吏
生
（相
内
）

北
沢
惟
圭
（相
内
）
木
村
哲
稀
（相
内
）

◇
健
康
づ
く
り
作
品
展
入
賞
者

▽
ポ
ス
タ
ー
の
部
入
選

中
島
佳
孝
（十
三
小

一
年
）

秋
田
谷

久
仁
夫
（相
内
小

一
年
）

佐
藤
方
俊

（相
内
小

一
年
）
今
野
優
佳
（十
三
小

二
年
）

葛
西
慎
太
郎
（脇
元
小
二
年
）

土
岐
香
菜
絵
（大
田
小
二
年
）

石
岡

年
）

浜
田
芽
里

十^

二
小
四
年
）
古

田
亮

（相
内
小
四
年
）
三
和
勇
斗
（相

内
小
四
年
）

長
利
美
聡
（大
田
小
五

年
）

村
元
真
美

（脇
元
小
五
年
一　
岡

実
（太
田
小
六
年
一
奈
良
瞳
（十
三
小

六
年
）

笹
山
雅
博

（脇
元
小
六
年
）

三
上
佳
子
（相
内
小
六
年
）

▽
標
語
の
部
入
選

笹
山
高
敏

（市
浦
中

一
年
）

伊
藤
翔

一云
市
浦
中

一
年
一
三
浦
瑞
絵
（市
浦

中

一
年
）

〓
一上
大
輔

（市
浦
中
二
年
）

美
（市
浦
中
二
年
）
米
谷
美
保
（市
浦

中
三
年
）

佐
々
木
絵
里
花
（市
浦
中

三
年
）

古
川
渉

（市
浦
中
三
年
）

◇
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

三
和
み
ゑ
（相
内
γ
佐
藤
清
八
郎
（相

内
）

石
井
文
江
（桂
川
）

佐
藤
ノ
リ

（脇
元
）

中
村
リ
ツ
（十
三
）

山
内

憲
夫

（相
内
）

相
坂
照
衛
（十
三
）

若
山
道
晴
（十
三
）
　

一二
和
昌
市
（相

内
）

猿
賀
ミ
ツ
エ
（相
内
）

佐
藤
ト

Ａヽ

相
内
）

藤
本
実

（相
内
）

宮
本

久

一
（相
内
）

米
谷
寛
子
（十
三
）

三
橋
ち
せ
（十
三
）
和
嶋
由
蔵
（磯
松
）

成
田
哲
子
（脇
元
）

◇
献
血
功
労
感
謝
状

山
田
知
枝
子
（脇
元
）
白
川
敏
文
（相

内
）
山
田
達
二
（桂
川
）
鳴
海
萬
⌒相

内
）

大
沢
丈
徳
（相
内
）

桑
野
邦
夫

（脇
元
）

鳴
海
忠

（相
内
）

〓
一和
大

純
（相
内
）

士
口
田
純
也
（相
内
）

長

共
同
保
健
・医
療
・福
祉
計
画
会
議

十
二
月
九
日
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「
第
二
十
九

回
市
浦
村
共
同
保
健

・
医
療

・
福
祉
計
画
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
村
内
各
種
団
体
関
係
者
約
六
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

け
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
　
　
　

医
療
　
福
祉
に
対
す
る
高

い
関
心

構
想
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
各
地
　

　

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

区
ご
と
に
別
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
　
　
　

ま
た
、
当
日
は
平
成
十
年
度
の
健

ク
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
　

　

康
づ
く
り
事
業
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
方

々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
利
用
不
能
と
な
っ
た
施
設
を
改
築

し
て
、
老
人
の
憩
い
の
場
と
し
て

活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

●
各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
た

●
高
齢
者
に
配
慮
し
た
施
設
の
整
備

●
町
内
会
の
事
業
の
中
に
、
保
健

・

医
療

・
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
盛

り
込
ん
だ
ら
ど
う
か
。

こ
の
他
に
も
、
医
療
体
制
の
強
化

や
、
介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
危
機

感
を
感
じ
る
意
見
、
福
祉
に
対
す
る

付
民
の
抜
本
的
な
意
識
の
転
換
を
求

め
る
意
見
も
あ
り
、
参
加
者
の
保
健
　
　
剛
宗
⌒脇
元
小
三
年
）
山
田
小
春
（相
　
　
利
れ
い
子
（大
田
）
工
藤
琴
恵
（十
三
）

▲積極的に意見の交換が行われました
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この度、民生・児童委員の改選が行われ、14

人の方が厚生大臣より委嘱されましたのでご紹

介します。

任期は平成10年 12月 1日 から平成13年 11月 30

日までの 3年 間となってお り、児童福祉、老人

福祉、社会福祉などの福祉全般にわたって行政

と共に住民の生活向上をめざして活躍されます。

民生・児童委員

名  簿

秋田 洋子さん 越野 清志さん 三和 淑子さん 三和 平作さん 工藤 曹子さん

成田 ユリさん 白川 稲子さん 伊南 幸男さん 葛西 澄江さん 山田 節子さん

櫛引 笑子さん 有馬 正年さん 工藤嘉四蔵さん 梶浦 ミナさん

風
力
発
電
所
つ
い
に
稼
働

“観
光
名
所
に
”と
の
期
待
も
受
け
、

回
れ
′

風
車
〃

大
崎
漁
港
に
建
設
中
の
上

ノ
国
町
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（
ア
ワ
ビ
種
苗
中
間
育

成
施
設
）
の
電
力
源
と
し
て

用
す
る
風
力
発
電
所
が
八
幡

牧
野
に
建
設
さ
れ
、
十
二
月

七
日
、
稼
働
セ
レ
モ
ニ
ー
が

当
日
は
風
速
九

ｍ
と
風
車

の
稼
働
に
は
絶
好
の
強

い
風

が
吹

い
て
お
り
、
福
原
町
長
、

染
谷
助
役
が
起
動
ス
イ

ッ
チ

を
押
す
と
、
風
車
が
勢

い
良

く
回
り
出
し
発
電
を
開
始
し

夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
風
車
は
、
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
だ
け
で

は
な
く
、
本
町
の
観
光
名
所

と
し
て
の
期
待
も
さ
れ
て
い
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あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
前
に

「介
護
保

険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
」
と
書
か

れ
た
垂
れ
幕
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
垂
れ
幕
の

サ
イ
ズ
は
横
が

一
メ
ー
ト
ル
、
縦
が

八
メ
ー
ト
ル
の
二
色
刷
り
で
、
平
成

十
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
介
護
保
険

制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
掲
示
さ
れ
て

制
度
の
開
始
五
百
日
前
に
あ
た
る

十

一
月
十
七
日
に
は
垂
れ
幕
の
掲
示

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
高

松
村
長
が

「介
護
保
険
制
度
は
住
民

の
負
担
が
大
き
い
制
度
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
こ
れ

を
機
会
に
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き

垂
れ
幕
の
掲
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
介
護
保
険
制
度
に
関
し
て

市
浦
村
を
は
じ
め
、
全
国
の
各
市
町

村
が
間
近
に
追
っ
た
介
護
保
険
制
度

の
開
始

（受
入
れ
準
備
と
事
業
計
画

の
策
定
や
介
護
認
定
の
申
請
受
付
は

平
成
十

一
年
十
月

一
日
か
ら
）
に
向

け
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
認
定
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中

か
ら
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
し
、
よ
り
高
度
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
比

例
し
て
負
担
も
大
き
く
な
る
制
度
で

す
。
そ
の
た
め
に
市
浦
村
で
は

「制

度
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
村
民

の
皆
さ
ん
の
理
解

が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
考
え
、
今
後
も

地
域
懇
談
会
や
講

演
会
の
開
催
等
を

通
じ
て
村
民
の
方

々
に
理
解
を
深
め

に
し
て
お
り
ま
す
。

大
田
振
興
会

⌒会
長
　
奈

良
正
勝
）
主
催
に
よ
る

「第

十
六
回
大
田
振
興
祭
が
十

一

月
八
日
、
大
田
小
学
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
田
振
興
祭
は
地
域
の
住

民
が

一
体
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
る
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
祭

が
特
徴
で
、
当
日
も
幅
広
い

年
齢
層
か
ら
の
参
加
が
あ
り

会
場
内
に
は
参
加
者
に
よ
る
生
け

花

・
写
真

・
農
産
物

・
工
芸
等
の
展

示
が
さ
れ
、
中
に
は
熟
練
の
技
が
冴

え
わ
た
っ
た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

■
護馨
程
纂
霞

＞
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
に
掲
示
し
、介
護
保
険
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

域
が

一
体
と
な
っ
て
開
催

太
田
振
興
祭

朧
蠍
¶

■
民暮
涎

鞣

▲見事なパフォーマンスに

ら
れ
た
餅
を
味
わ
い
、
午
後
は
い
よ
　
　
皆
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
も
登
場
。
見

い
よ
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
。
大
田
小
学
　
　
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場
か
ら

校
の
児
童
に
よ
る
合
唱
や
劇
の
発
表
　
　
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、
参
加
者

は
も
ち
ろ
ん
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
　
　
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し

に
よ
る
舞
踊
や
人
形
劇
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
　
　
た
。

市
浦
村
主
催
に
よ
る

「平
成
十
年

度
市
浦
村
町
内
会
連
合
会
行
政
懇
談

会
」
が
、
十

一
月
二
十
四
日
あ
す
な

ろ
ホ
ー
ル
に
、
村
内
各
地
域
の
町
内

会
長
、
高
松
村
長
、
工
藤
助
役
、
役

場
各
課
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

こ
の
懇
談
会
は
、
住
民
の
代
表
と

行
政
の
代
表
が

一
堂
に
会
し
、
村
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

住
民
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見

・
要

望
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
二
回
目
の
開
催
と
な

懇
談
会
開
催
で
、
ま
ず
高
松
村
長

か
ら
平
成
十

一
年
度
の
予
算
編
成
方

針
の
説
明
が
さ
れ
、
そ
の
中
で
海
水

温
泉
施
設
や
下
水
道
施
設
の
整
備
事

業
、
及
び
介
護
保
険
制
度
等
、
市
浦

村
が
新
し
い
時
代
へ
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
各
種
事
業
に
対
す
る
行
政

の
取
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
高
松
村
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
常

識
で
も
の
ご
と
を
考
え
て
も
追
い
つ
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れ
か
ら
は
行
政
に
対
し
て
要
望
す
る
　
　
　
青
森
県
は
今
年
「文
化
観
光
立
県
」

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
村
の
　
　
を
宣
言
。
そ
の
一
環
と
し
て
東
京
ド

た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
　
　
―
ム
に
青
森
県
の
物
産

・
文
化
　
祭

か
と
考
え
る
く
ら
い
の
発
想
の
転
換
　
　
り
な
ど
を
集
め
て
、
青
森
県
の
イ
メ

が
必
要
で
あ
る
。」
と
改
め
て
今
後
の
　
　
―
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ム
ラ
作
り
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
　
　
十
二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で

「活
彩

依
頼
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
も
り
大
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
、

引
き
続
き
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
そ

の
中
で
各
町
内
会
長
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
要
望
や
提
案
を
発
言
。
そ

れ
に
対
し
、
役
場
各
課
長
が
行
政
の

代
表
と
し
て
回
答
す
る
形
式
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
懇
談
会

の
中
で
は
、

村
内
各
所
に
お
け
る
危
険
区
域
に
対

る
改
善
、
観
光
施
設
に
お
け
る
ゴ
ミ

収
集
に
対
す
る
改
善
等
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
及
び
提
案
が

住
民
の

行
政
に

対
す
る

心
が
表

期
間
中
は
約
二
十
九
万
人
が
参
加
し

蜘
ト
ー
サ
ム
が
シ
ジ
ミ
エ
キ
ス
ド
リ

ン
ク
、
エ
キ
ス
味
噌
等
を
は
じ
め
と

し
た
市
浦
村
な
ら
で
は
の
物
産
を
出

展
し
ま
し
た
。
市
浦
村
の
出
店
に
訪

れ
た
人
々
に
各
種
商
品
の
試
食
し
た

感
想
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
好
評
で
、

来
客
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な

い
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
青
森
県
内
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
や

伝
統
芸
能
を
発
表
す
る
コ

賊
　
―
ナ
ー
で
は
、
市
浦
村
か

一色で　い嚇鰤れ蒙けにコ制剛

講
　
よ
って本
場
の
「十
三
の

中　却皿動「計師勧誨̈
“

・ム
　
十
三
の
砂
山
が
東
京
ド
ー

ド
　
ム
に
鳴
り
響
く
中
、
披
露

棘
　
さ
れ
る踊
り
は会
場
に詰

▲
　

め
か
け
た
人
々
の
足
を
上

め
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

『
防

火

標

語

十

一
月

一
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ

れ
た
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
に
、
消
防
署

で
は

「防
火
標
語
展
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
管
内
小
、
中
学
校

を
対
象
に
、
小
学
校
は
四
年
生
以
上
、

中
学
校
は
全
生
徒
を
対
象
に
募
集
し

た
と
こ
ろ
三
二
六
点
の
作
品
が
出
品

ど
れ
も
こ
れ
も
素
晴
ら
し

い
作
品

小
学
校
の
部

◆

最
優
秀
賞

脇
元
小
学
校
六
年
　
石
岡
　
城
幸

み
ん
な
で
作
ろ
う

防
火
の
輪

◆

優

秀

賞

太
田
小
学
校
六
年
　
岡
　
　
実

子
ど
も
だ
け
で
の

火
遊
び
は

十
三
小
学
校
五
年
　
近
藤
　
祥
平

タ
バ
コ
の
火

相
内
小
学
校
五
年
　
沢
田
み
ゆ
き

花
火
や
る

「あ
っ
」
そ
の
前
に

水
用
意

展

開

催

』

ば
か
り
で
審
査
に
大
変
苦
労
し
ま
し

子
供
達
の
目
か
ら
見
た
防
火
に
私

達
大
人
も
も
う

一
度
、
防
火
に
対
す

る
意
識
を
新
た
に
し
火
災
の
な

い
村

に
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
最
後

に
御
協
力
下
さ

い
ま
し
た
全
労
災
、

消
防
団
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

中
学
校
の
部

◆

最
優
秀
賞

一
年
　
一二
和
　
千
花

「
火
の
用
心
」

大
事
な
こ
と
だ
ね

◆

優

秀

賞

二
年
　
中
山
　
　
健

タ
バ
コ
の
火

あ
な
た
が
消
さ
な
き

ゃ

だ
れ
が
消
す

二
年
　
竹
谷
　
雅
代

確
か
め
よ
う

三
年
　
澤
田
　
有
妃

不
注
意
で



1月 ヽ3月  月額12,800円

4月 ～12月  月額13,300円

付加保険料 月額  400円

十三湖の自鳥■ ‐

………極墜の豊墓購.::.二 .。

十三湖はさまざまな野鳥の宝庫

となってお り、その中の「青森の

県鳥」 となっている白鳥をモチー

フにした写真展を「十三湖白鳥ま

つ り」で開催することになりまし

たので、みなさんの応募お待ちし

ております。

十三湖の白鳥

>規  格

カラープリントECサ イズとネ

ガフィルム (各 1枚 )

>応募資格

市浦村にお住まいの方、又は勤

めている方

>応募方法

住所、氏名、電話番号、タイ ト

ル、撮影日を記入した応募票を写

真の裏に貼 り付けて下記送 り先に

送付又は持参 してください。

レ応募締切

平成H年 1月 29日 0必着   ′

>展示場所

第 3回 十三湖白鳥まつ り会場に

展示 (場 所 十三湖マリーナ)

>留 意事項
●応募点数は 1人 1点 までとしま

す。
●応募作品は返却いたします。ま

た、展示 した写真 (4ツ 切 リサ

イズ)と 記念品を応募 した全員

の方に差 し上げます。

>お 問い合せ先

十三湖白鳥まつ り実行委員会

事務局 (市 浦村商工会内)

>電話番号 622232
)応 募 先

市浦村経済観光課 商工観光係

>電話番号 62 2Hl

静和国職員募集の
| お知らせ ‐

津軽北部広域事務組合 (特 別養

護老人ホーム静和国)で は、下記

により職員を募集 しています。

>募集職種

業務員 (1名 )

>応募資格

ボイラー技士免許取得者で昭和

38年 4月 2日 以降に生まれた者

>受付期間

平成H年 1月 6日 因から

平成H年 1月 25日 (月 )ま で

)試 験 日

平成11年 2月 7E(日
'及び 2月 21日 (日

'

広
"ι チろ :10

レお問い合せ先

静和国総 務課

>電話番号

県 政 モ ニ タ ー募 集

>応募資格

県内に居住しているi商 20歳以上

の方 (た だし、議員、公務員、行

政相談員、国やその他の公共団体

のモニターになっている方や今後

なる予定の方、平成 6年 度以降に

県政モニターを経験 した方は除き

ますc)

レ委嘱期間

平成H年 5月 から

平成13年 3月 31日 まで

レ仕  事

Cア ンケートに対する回答
(年 4回 )

12'県 政に関する意見や提言の提出

(随 時 )

C県 政モニター会議への出席

レ謝  礼

1年 ごとに記念品を差し上げま

>お 問い合せ先

青森県政策推進室

>電 話番号
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情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数 平成10.12.1現 在

返済」も利用できます。
レお問い合せ先

llD青 森県厚生年金

勤労者住宅協会

ださい。通報内容を聞いている間

に無線指令が出されパ トカーが現

場に急行 しております。

さらに、通信指令課では、フア

ノクス110番 を設置 してお り、耳

や言葉の不自由な方から、文書に

よる110番通報も受付ています。

フアノクス番号0177-22-0110(通

称「第 2の HO番 」)

また、携帯電話や PHSか らH0
番通報する場合は、

●現場を離れない。(現場の状況、

場所を詳 しく説明できる)

●移動 しながら話さない。(電波状

態により途中で切れてしまう)

●通報後は電源を切らない。(警察

から電話を掛け直すことがある)

等に注意してください。

困りごと相談や警察に対する意

見・要望などは、警察本部の警察

総合相談電話や最寄 りの警察署、

交番などをご利用 ください。

>電話番号
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確定申告の時期が近づいてきま

平成10年 1月 から12月 までの間

に納められた保険料は、「社会保

険料控除」として金額所得から控

除されます。

申告できるのは、平成10年 分の

保険料だけではなく、過去に未納

になっていた保険料を納めた場合

など、平成10年 中に納めた全部の

額です。

世帯主の保険料だけではなく、

家族の分として納めた保険料も控

除の対象になりますので、忘れな

いようにして ください。

レ平成10年 の保険料額

定額保険料
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〈村内における死亡者数からみたガン死亡者数の割合〉

勁
６
　
　
７
　
　
８
　
　
９
　
　
‐０
年

24.1%

307%

41人  243%

178%

27.2%

5  10  15  20  25  30  35  40 
人

死 亡 者 数

※H6～ H9ま では 1月 1日 ～12月 31日 までの死亡者数より算出。

H10に ついては、 1月 1日 ～12月 11日 までの死亡者数より算出.
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